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序

埋蔵文化財の保護・活用に対しまして、日頃より深いご理解をいただき厚くお

礼申し上げます。

このたび宮崎県教育委員会では、一般県道霧島公園小林線道路改良工事に伴い、

山中前遺跡の発掘調査を行いました。本書はその報告書です。

今回の調査では、縄文時代から古代にかけての遺構・遣物が検出されました。

本書が学術資料としてだけでなく、学校教育や生涯学習の場で活用され、埋蔵

文化財の保護に対する認識と理解の一助となることを期待します。

なお、調査にあたってご協力いただいた関係諸機関をはじめ、ご指導・ご助言

をいただいた先生方、ならびに地元の方々に心からの謝意を表します。

平成12年3月

宮崎県埋蔵文化財センター

所　長　田　中　　守



例　　　言

1．本書は、一般県道霧島公園小林線道路改良工事に伴い宮崎県教育委員会が行った山中前の発掘調査

報告書である。

2．発掘調査は、宮崎県教育委員会が主体となり、宮崎県埋蔵文化財センターが実施した。

3．発掘調査は平成11年4月12日から同年5月21日まで行った。

4．現地での実測・写真撮影等の記録は主に甲斐貴充、虞田品子が行い、空中写真撮影は業者に委託し

た。

5．整理作業は宮崎県埋蔵文化財センターで行った。図面の作成、実測、トレースは甲斐が整理補助員

の協力を得て行った。

6．本書で使用した位置図は国土地理院発行の5万分の1図を基に作成した。

7．土層断面及び土器の色調は『新版標準土色帖』に拠った。

8．本書で使用した方位は、第1・5・9図は座標北（座標第II系）で、その他は磁北（磁針方位は西偏約

5．50）ある。レベルは海抜絶対高である。

9．本書使用した遺構略号は以下のとおりである。

SE・・・溝状遺構

10．本書の執筆は第I章一1を長津宗重が、その他を甲斐が担当し、編集は甲斐が行った。

11．出土遣物・その他諸記録は、宮崎県埋蔵文化財センターに保管している。
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第I章　はじめに

第1節　調査に至る経緯

小林土木事務所の県道霧島公園小林線道路改築事業に伴う道路拡幅で平成10年度に計画されている

事業区内に山中前遺跡の範囲内が含まれているため、県教育委員会文化課が確認調査を行う予定であっ

たが諸般の事情で小林教育委員会社会教育課に行ってもらうことになった。

そこで小林市教育委員会社会教育課の中村真由美主事の指導で平成10年11月2日～11日に確認調査

を行った。1．5mX1．5mのトレンチを11ヶ所設定しアカホヤ、カシワバン下の褐色土、暗褐色土層ま

で調査した結果第1トレンチの暗褐色土層から土器片が第4トレンチで褐色土層から縄文時代後期の西

平式土器片やチャート片が出土し第6トレンチの黒褐色土層から炭化物が検出された。第3．7～10ト

レンチからは遣物は出土しなかった。

この確認調査の結果を踏まえて文化課と埋蔵文化財センターで協議した結果本調査の必要があるが

10年度は埋蔵文化財センターの調査スケジュールは満杯なので本調査は11年度に延期せざるを得ない

との結論になった。この結論を基に文化課と小林土木事務所が協議を行い事業区内の本調査は埋蔵文化

財センターが11年度に行うことで了解を得た。

第2節　調査の組織

山中前遺跡の調査組織は次の通りである。

調査主体　　宮崎県教育委員会

宮崎県埋蔵文化財センター

所　　　　　長

副　　所　　長

庶　務　係　長

調査第二係長

主査（調整担当）

主事（調査担当）

調査員（嘱　託）

田中　　守

江口　京子

児玉　和昭

青山　尚友

谷口　武範

甲斐　貴充

鹿田　品子

試掘・事業調整担当　　　長津　宗垂（県教育委員会文化課・平成10年度）

東　　憲章（県教育委員会文化課・平成11年度）
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第II章　調査の概要

第1節　遺跡の位置と環境（第1図）

山中前遺跡（第1図1）は、宮崎県小林市大字細野字山中前に所在する。小林市は、北の裏目向山地、

東の諸県山地北西支脈、南の霧島火山、西の加久藤盆地に囲まれた小林盆地に位置する。

本遺跡は、夷守岳（標高1，344m）東面に広がる扇状地を流れる立脇川の左岸に位置する。周理の標高

200～400mの扇状地上では、竹山遺跡（大字細野字竹山・第1図2）・前ノ原遺跡群（大字細野字前ノ原他・

第1図3）・山中遺跡群（大字細野字山中・今坊・第1図4）など縄文～弥生時代の遺跡が未調査ながら数多

く確認されている。特筆すべきは1963・1964年に山中前遺跡で調査が行われ、縄文時代後期の敷石住居

が確認されている（註1）。

その他、本遺跡の周辺遺跡について時代別に概略を述べる。縄文時代の遺跡としては、内屋敷遺跡（大

字真方宇内屋敷・第1図5）・本田遺跡（大字東方字坂下・第1図6）や平木場遺跡（大字南西方字平木場・

第1図7）がある。内屋敷遺跡では、前平式土器をはじめとする縄文早期前半の土器や石器類が出土して

いる。本田遺跡では、押型文土器・前平式土器・塞ノ神式土器・曽畑式土器・石器類が出土している。

平木場遺跡では、押型文土器・曽畑式土器が出土している。また、内屋敷遺跡では縄文時代早期の平地

住居跡11基が、本田遺跡では縄文時代前期の竪穴住居1基が確認されている。弥生時代の遺跡は調査例

が少ないが、水落遺跡（大字細野字水落・脇ノ上・第1図8）があり、弥生時代後期の土器が出土すると

ともに、6基の竪穴住居が確認されている。

（註1）『宮崎県文化財調査報告書　第九輯』中に、「小林市中山前遺跡調査」（これは文章

から推察するに、「山中前遺跡」のことであって、「中山前」は誤りであると思わ

れる。）の記述がある。1963・1964年調査の山中前遺跡は、場所が明確でなく今回

調査分との位置関係が不明瞭であることから、幾分問題はあるが同じ山中前遺跡

として扱う。なお、1963・1964年調査の山中前遺跡を本告書において示す場合、

「山中前遺跡（1963・1964年調査分）」と記述する。この（）書きのない場合は
l

今回調査分のことを示す。

【引用参考文献】

1964年「小林市中山前遺跡調査」『宮崎県文化財調査報告書第九輯』宮崎県教育委員会

1993年『小林市遺跡詳細分布調査報告書』小林市埋蔵文化財調査報告書第7菓　小林市教育委員会

1999年『内屋敷遺跡』宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書第14集宮崎県埋蔵文化財センター
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1　山中前遺跡　　　2　竹山遺跡　　　　　　3　前ノ原遺跡群　　　　4　山中遺跡群

5　内屋敷遺跡　　　6　本田遺跡　　　　　　7　平木場遺跡　　　　　8　水落遺跡

第1図　遺跡周辺位置図
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第2図　山中前遺跡遺跡調査範囲図（1／500）
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第2節　調査の経過
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発掘調査は、一般県道霧島公園小林線道路改良事業予定地での試掘調査により良好な遺物包含層が確

認されたという結果を受けて実施した。調査対象面積は、道路拡幅工事分の224Iがとなった。

重機によって、表土の除去を行った。調査区は狭小の範囲であったにも関わらず、氾濫等によって不

安定な堆積状況を呈していた。作業員の人力によって表土以下の層を掘り下げると、調査区南側で溝状

遺構2条が検出された。溝状遺構完掘後、さらに第Ⅷ層下部まで掘り下げを行うと、比較的まとまった

形で土器・石器が出土した。その後、第Ⅸ層まで掘り下げ確認を行ったが、遺構・遺物の検出は認める

ことができなかったために調査を終了した。なお、調査区を横切る形で個人所有道があったが、確認の

結果遣物・遺構の残存する可能性は低く発掘調査は必要のないものと判断し、調査対象地より除外した。

第3節　基本層序

山中前の基本層序を第3図に示した。遺跡が立脇川の近くに位置するため、氾濫等による浸食を多く

受けたと考えられ、若干不安定な層序を形成する。第I層（表土）は、やや軟質の黒褐色土で20～30cm

の厚みがある。年代幅の広い遣物を含む。第II層は、すこし硬質な暗褐色土で10cnぐらいの厚さがある。

第Ⅲ層は、やや硬質の暗黄褐色土で、全体に青灰色軽石粒を含む。第Ⅳ・Ⅴ層は、やや硬質の暗褐色土

である。第Ⅳ層は少量の橙色・青灰色軽石粒を含む。第Ⅴ層は多量の橙色・青灰色軽石粒を含む。第Ⅵ

層は、褐色土を少量含む青灰色砂質土である。第Ⅶ層は、やや硬質の褐色土であり、下部からは縄文時

代晩期の遺物が出土する。縄文時代晩期の包含層である。第Ⅷ層は、やや硬質の黄褐色土であり、明黄

褐色がブロック状に混入する。縄文時代晩期の包含層である。第Ⅸ層は、やや硬質の暗黄褐色土である。

I ‘

II

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

第3図　山中前遺跡基本土層柱状図

第I層　黒褐色土（Hue7．5YR2／1）表土。

第II層　暗褐色土（HuelOYR3／3）やや硬質

第Ⅲ層　暗黄褐色土（Hue7．5YR4／4）やや硬質

第Ⅳ層　暗褐色土（HuelOYR4／4）やや硬質

第Ⅴ層　暗褐色土（HuelOYR5／4）やや硬質

第Ⅵ層　青灰色砂質土（HuelOBG6／1）砂質土の中に褐色

土を僅かに含む。

第Ⅶ層　褐色土（HuelOYR5／4）

第Ⅷ層　黄褐色土（HuelOYR5／6）

第IX層　暗黄褐色土（HuelOYR4／6）

ー5－



∈　　　　∈
⊂）　　　　　　⊂〉
⊂）　　　　　　⊂）

熟　岩

吋

忌
解ノ

ヨヨ

這　　誓。
二　　　　　審ぷ
い　　　　　勲佃
【）　　　　　　e＼／

樫⊆　　　　　空輸
単　　　　　掛舟
u　。。　二羽
半　時吋11∃邸　　。

へ　点岩　壁建。ツ
訂．＋人かり甘　。蟄吋　J。
口　付い雨。吋盤二。巨可
年　柵軸弓お畠eトバ㌦」塔
簑　刃刃佃心算」4Pロコ

甜描畠
田襲い山都壁拍白田栂。麺（心
理江嘩成上は掴む廿刃命中
咄舌0りる岩盤租画。窮
罫。蝶・。轡煤蝉合理可。
。可。可。。11。ケト餌項

羽項目小田＋口車田十日合田
固辞固辞咄咄建部＝、固辞
建碑密蝶理経世愛東醇墾
咄皆喋皆皆頓智留頓智鰹

哩哩腫翌週封墜廻田型題酎型廼酎型
⑳㊤㊥⑳㊥㊥㊥㊤⑳㊥⑳
蛛鞋琳牒Ⅷ摘錮酎酎株蛛蛛

樽
哺

0

童
画
舟

蜜

哩曲芸。
′▼

＿＞

l一一ll

り

㌢＼

ロ

ケト
ケ′l

堕舶上目や睦用計量喧］建
。堪堅吊掘削醇⊥‖塑栗：：檻

可漁⊥佃団□　㍉圭胱＋皆
瀬蕪。螢笹口吊針罫哩。

鮎最高滑謳親
ru

睦咄咄慄団団錮針廿申e浮
羽建坪郎牒針密栓白田愛用巨躯
＿　唖皆皆皆皆目征辞和銅型留
く：
I哩嘩虻田型埋用酎些埋堅．哩
＜0㊥◎㊥㊤◎㊤㊥　㊥

鞋鯨齢駐鯨昧鞋鯨　鯨

6

○

童
画
・和

泉
可
固
辞
壁

0
′Ⅰ

＿＞

蝉
u

鍵
山⊥
巾、

十6

玩
可

ヽ／

′†

・魯

崇
十6
．．ヽ．－

鑓
可

○

引
田
建
碑
寧

壷
㊥
齢

○

点
画
＼／

喩
舟
寒

可
固
辞
塔
皆

0

可
固
辞
ケh

l

＝＼

東

軍

癖
㊤
昧

C〉

鼻

や江

0。　伸
二⊆ヽ　　　　　　　○

禦S　垂。㌶
芸蓋；至童　賀

′．

．口腔鑓。。簑鑓
〉守口当ト㍉駐奉㌣＞ト
蓑田粒＝ヽ世世朋ユ
棄密。口紅針二）口

霊墨書忘豊富去芯
曇。理経頓細く曇皿

票謂讐「二警空

蔀抽謹
哩廼拍酎些嘩牒机型哩
㊥㊤⑳㊥⑳⑳⑳⑳
齢昧駐印沌日射抹鞋

0

鼻

や江

ぷ竺
和寒
瑚程
合∈
舟∈

繹
＝、道

志違憲

○

ヰⅡ。　〈

恥．J。華
．＿．．コ　′°

。藁二橿
′ハ心世∈
∩重⊆＞∈

蓋蓋蛋萱
可＋中捕捉
′．J h

＼／＼／　′＝ヽ
1－7　　　　′l

・Rヰミ＼／日

夏要るペ
曇空目芝田
婁重臣竺塔
可十月討皆
。。11。

刃刃。11
咄咄＋白田
理璃輿田堪
唖罫塔皆

堰堅嘩哩堰竺

⑤⑳⑳⑳
軒毒味軒騎

0

三　二三三三三
吏
ト、
＝＼

ロ

ペ

咄
ヰⅡ

痙

リ

灯
り

AJ

。Q忌

樽Q可簑壁。年吏）画裏巨舶口
朝埠二g亘白月＝勘臥醍媒」吋
。埋る骨団山田簑聴与川封＼曇e

可特恵J梵梵壁画亜皆＝、椒咄
堀朝。。塔盤安建坪。ロ十月定

温。。11可皿嘆。躯牒巨H亘。皆
油＋口小田部。卜可。。喧］画刃。
埋却虻用門計叫ユ画＋日出酎匿咄嘲
羽理瀾用机針田口淫虻団m削軋密塔
．唖皆皆皿呼べ躯経理皆皆咄皆
皿：
i腫翌週空理遡空理哩牒酎哩週日型埋用酎哩
皿0㊥㊥㊥㊤◎㊤㊥㊥⑳㊥㊥⑳

鯨鍛錬鰐牒欄摘紺剛酎臥昧鯨駄

（

⊂）

Ln

＼
1

）

匝
値
毎
随型

刊

回
寸

碓



戸line

βline

Å

Cline
「‾

＋

＋

＋

l

l

l

l

l

l

＋

＋

」草旦旦山中前遺跡遺物・遺構分布図（1／200）

－7－

」

」

」



第Ⅲ章　調査の記録

第1節縄文時代の遺構と遺物

基本層序の第Ⅶ層（第3図参照）の下部より土器・石器が出土した。－

・土　器（第6図・第7図）

縄文時代晩期に位置づけられる土器が出土した。それらは、器形や文様により分類が可能で奉る。こ

こでは、分類の基準と根拠を示し、若干の説明を加える。なお、本書に掲載した資料についての詳細は

観察表を参照とされたい。

1類（第6図1～3）

外側に向けて大きく開く口縁部で、頚部と胴部が「く」字状に屈曲する。口唇部は断面形が舌状に尖

る形状を呈する。器壁は7～8mmと薄い。外器面・内器面ともに、幅広い板目状工具を用いて横方向に

丁寧なナデを施す。頚部の屈曲部分には、調整境界の可能性もあるが、段を設けている。

1は口唇部に縦位3本の短沈線を施すリボン状突起をもち、口唇部がわずかに内傾する。2は内器面

に2つの穿孔をもち、そのうちのひとつの孔は未貫通で外器面に達していない。3は口緑部のみの出土

であるが、2と同一個体の可能性がある。

2類（第6図4～6）

いずれも口縁部のみの出土である。口唇部は、断面形が方形状を呈し、若干肥厚させる。器壁は薄い。内・

外器面ともに横・斜方向に粗めのナデを施す。

4は内・外器面に斜方向の、6は内器面に横方向・外器面に斜方向のナデを施す。いずれも器壁は薄

く（厚さ7～8mm）、口唇部を若干肥厚している。。5は風化著しく詳しい調整等は不明であるが、断面形

などから察するに2類に入ると考えられる。

3類（第6図8～10）

1類同様胴部が「く」字状に屈曲するが、若干緩やかな屈曲である。器壁は10～13mmと厚めである。

外器面・内器面ともに、板目状工具を用いて横・斜方向にナデを施す。ナデ調整は若干粗めで工具痕が

条痕のように残る。

8・10は頭部から胴部にかけての部分である。いずれも頚部の屈曲部に、調整境界の可能性もあるが、

段を設けている。8は、外器面は斜方向・内器面は横方向にナデを施す。10は、内・外器面ともに斜方

向にナデを施す。9は胴部であり、緩やかに「く」字状を呈する。内・外器面ともに横方向のナデを施

す。

4類（第6図7・11・12）

いずれも小破片のみの出土である。内・外器面ともに、横または縦方向の条痕を施す。器壁は厚さ約

10mmとやや厚めである。

7は断面形舌状を呈する口縁部である。内・外器面ともに横方向の条痕を施す。11・12は胴部片であ

り、同一個体だと考えられる。いずれも、外器面に横方向の、内器面に縦方向の条痕を施す。
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第6図　縄文時代晩期土器（1）（1／3）
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第7図　縄文時代晩期土器（2）（1／3）

丁子熟主‥二子丁子感

5類（第6図13）

13は深鉢の胴部片である。外器面はススが付着しており、横方向のナデを施している。内器面の調整

は剥落しており不明である。

6類（第6図14）

14は浅鉢の胴部片である。シャープに屈曲し、張り出しのある形態である。器面調整は内・外器面と

もに横方向の丁寧なナデを施す。

7類（第7図15～18）

型式不明の底部を一括した。いずれも丸底である。

15は胴部から外反し、張り出した底部端につながる。内・外器面ともに板状工具と棒状工具で器面調

整を行っている。16～18は、胴部から外反し、垂直気味に立ち上がる底部端につながる。風化による

剥落が激しく詳細な器面調整は観察できないが、ナデ調整を施す。
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第8図　縄文時代石器（3／5）

・石　器（第8図）

削器1点・石鉄1点・石匙1点・叩石1点・二次加工剥片1点が出土した。

削　器（第8図19）

19は貢岩製横長剥片を素材とし、下側縁に両面から明瞭な加工を施している。上片側縁にも加工が片

面のみ加工が施してあるが、明瞭ではなく刃部として使用していたのかは不明である。

石　鮪（第8図。＿20）

20は青色系チャート製で、鉄身の両側緑が緩やかに屈曲し五角形に近い平面形をなす凹基無茎鉄であ

る。表面には全面に加工を施しているが、裏面は側線周辺にのみ加工を施している。

石　匙（第8図22）

22はホルンフェルス製縦長剥片を素材とし、背面・腹面両面の両側緑には丁寧な加工が施してあり刃

部を作り出している。尖端が欠損しているが、打面下方を加工してつまみ部を作り出している。

敲　石（第8図23）

23は凝灰岩製で、小型ではあるが底部及び両側面の縁辺部と中心部に顧打痕だと考えられる四部が認

められる。

二次加工痕のある剥片（第8図21）

ここでは、剥片の一部に未連続の加工を施したものを「二次加工痕のある剥片」として扱う。21は

チャート製不定形剥片で一部欠損しているが、一側線にのみ未連続の加工痕跡が認められる。
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第2節その他時代の遼構と遺物

時代を特定し得ない遺構として溝状遺構2条を検出した。また、縄文時代以外の遣物が若干出土して

いる。

■溝状遺構（第9図・第10図）

1号溝状遺構（SEl）

調査区南側で10Dグリッド付近（第5図参照）で検出された。調査区が狭小なため検出範囲が制限され

長さは不明であるが、幅約200cmで北から南に延びる。断面形はV字状を呈し、検出面からの深さ約80

～100cmである。溝の法面は左右とも2～3段の段状になっている。溝の底部中心には直径50～60cm

の窪みがあり、その窪みの中からは40cm前後の大振りな凝灰岩が多数検出された。この窪みは流水の作

用によって作り出されたものだと考えられ、溝状遺構が立脇川に合流する方向に向かって検出されたこ

とと併せて考えると、流路的な機能が推測される。また、両側に方形の掘り込みが確認され、橋を架け

た痕跡の可能性がある。遣物は縄文土器片6点（第6図8・9）土師器1点（第11図－27）が検出された。

2号溝状遺構（SE2）

SEl同様調査区南側の10Dグリッド（第5図参照）に位置し、SElを切る形で検出された。遺構が

調査対象区外にかかり全容は確認できなかったが、幅約50～110cmで北東から南西に延びる。断面形は

浅いU字状を呈し、検出面からの深さ約30～50cmである。底部と考えられる層（第10図E～E，－⑧

層）において鉄分の沈着が確認され、SEl同様に流路的な機能が推測される。遺構に伴う遣物は検出さ

れていない。

・表土・包含層出土の遺物（第11図24～29）

時期を限定し得ない土器・鉄器が、表土・溝状遺構・包含層から若干出土した。

土　器（第11図24～28）

24・25は同一個体だと考えられる窯の口縁部である。SElと表土から出土した。いずれも、外器面に

は横方向のパケ目の上から横方向のナデを、内器面には横方向のパケ目を施している。口唇部にはミガ

キを施している。26は表土から出土した賓の口緑部である。口唇部は断面形舌状を呈し、口縁部は外反

する。内・外器面には横方向の工具によるナデを施している。27はSElから出土した鷺の胴部であり、

外器面に格子目のタタキを施した後にナデを施している。28は第Ⅴ層下部～第Ⅵ層上部から出土した窯

の胴部である。外器面は斜方向にパケ目を施した後に横方向のナデを、内器面は横方向のパケ目の後に

横方向のナデを施している。

鉄　器（第11図29）

表土より1点出土した。残存状況が悪く詳細まで観察することは困難ではあるが、鉄製鋤先の一部で

あると考えられる。
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A～A’土層註記

（力暗褐色土　　　黒褐色土塊（1cm前後）を多量に含む。

（む黒褐色土　　　やや硬め。炭化粒を多量に含む。

（診黄褐色土　　　わずかに粘性をもつ。

④暗黄褐色土　　わずかに粘性をもつ。

⑤黒褐色砂質上　黒褐色砂質粒（1mm前後）を多量に含む。

（む黒褐色土　　　炭化粒と黄褐色土粒（5mm程）を少量含む。

（∋暗褐色土　　　黄褐色土塊（0．5～2．0cm）を多量に含む。

（砂褐色土　　　　土質はソフトでしまりが弱い。

（9褐色土　　　　黄褐色土塊（5mm前後）を含む。

⑬黒褐色土　　　炭化粒・黒色土粒（1mm前後）を含む。

B～B’・C～C’土層註記

①～⑧はA～A’の土層註記と同じ

⑨黒褐色土

⑬黒褐色土

⑰暗褐色土

⑫黒褐色土

⑬黒褐色砂質土

⑭暗褐色土

⑮暗黄灰褐色土

⑮黒褐色土

⑰暗オリーブ褐色土

⑬暗青灰褐色土

黒褐色のスコリア（51Ⅷm前後）を含む。

黄褐色土粒（5mm前後）を含む。やわらかい。

粘性わずかにあり。やわらかい。

しまりがある。ややかため。

下部に黄褐色土粒（5mm以下）を多く含む。

大きめの黄褐色土粒（1cm前後）を多く含む。やわ

らかい。

灰黄褐色土塊（2cm以下）を含む。やわらかい。

炭化物を含む。粘性あり。ややかたい。

しまりがある。かたい。炭化物を少し含む。

非常にしまりがありかたい。下部に酸化の痕跡

が確認できる。

土層註記

小礫（2～5mm）・黄褐色土塊（7mm前後）を多

量に含む。

アカホヤ火山灰と考えられる橙褐色土塊を多重

に含む。

黒褐色土粒（3cm前後）・黄褐色土（1cm前後）を

含む。

黄褐色・橙褐色土粒（1mm前後）を多量に含む。

橙褐色粒（1mm前後）を含む。柔らかくわずかに

粘性がある。

D～D’・E～E’

（D暗褐色土

②黄褐色土

③黒褐色土

④暗オリーブ褐色土

⑤暗褐色土

⑩暗オリーブ褐色土

⑳暗灰褐色土

⑳暗オリーブ褐色土

⑳暗黄褐色土

⑳黒黄灰褐色土

⑳暗黄灰褐色土

288．800m

⑳

しまりがある㍉かたい。黄褐色土粒（5mm前後）を

含む。

ややしまりがあり少しかため。わずかに粘性が

ある。

砂粒は細かくしまりあり。黒色シルト土塊を含

む。

砂粒が細かくやわらかい。しまりはない。

黒色砂質土と褐色土がラミナー状に堆積する。

ややかたい。

ややかたくしまりがある。黄褐色土と暗舌灰褐

色土の混合堆積。

E E－　290・200m

⑥褐色土　　　　　黄灰褐色土粒（1～3mm）を含む。土質は柔らか

い。

（診黄色褐色土混褐色土　柔らかく、しまりがない。木根痕跡だと考えら

れる。

（診暗青灰褐色土　　土層上部に酸化が、下部にはにラミナ状堆積が

確認できる。

⑨橙褐色上 アカホヤ火山灰の二次堆積層だと考えられる。

0　　　　　　　　1　　　　　　　　2m

第10図　溝状遺構土状断面図（1／40）
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第11図　出土石器・鉄器観察表（1／3）鉄器（3／5）

番　 号 器　　 種 石　　 材 出土層 最 大長 （cm ） 最 大 幅 （cm ） 最大 厚 （cm ） 重 さ （g）

19 削　　 器 頁　 岩 Ⅷ 層 4．25 7．15 1．25 28．6

．20 石　　 鉄 チ ャー ト Ⅷ 層 1．9 － 1．4 0．45 0 ．9

21 二次 加工 剥片 チ ャー ト Ⅷ 層 2．5 5 2．5 1．15 6 ．9

22 石　　 匙 ホル ンフ ェル ス Ⅷ 層 6 ．6 1．3 1．2 26 ．9

23 敲　　 石 凝灰 岩 Ⅷ 層 5．1 5 ．25 3．55 101．9

29 ‾ 鉄製 農耕 具 I 層 7．5 6．1 0．4 5 9．1

「亘哀出土石器・鉄器観察表
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遺
物
番
号

種　 別

器　 種

°
部　 位

出土

地点

法量 （cm） 手法 ・調整 ・文様 ほか 色　 調

胎土の特徴 備　 考

・口径 底型 器高 外　 面 内　 面 外　 面 外　 面

1 縄文土器
深　 鉢

口縁 ～胴部
Ⅷ層 41．0

口唇部に縦立の刻みを持

つリボン状突起、工具によ
る横方向のナデ、黒変

工具による横方向のナデ、
黒変 灰　 褐 灰黄褐

5mm 以下の褐・灰
白色砂粒、柱状の黒
光沢柱

2 縄文土器
深　 鉢

口緑～胴部
Ⅷ層 43．2

内、外面からの補修孔、未
貫通の補修孔、工具による
横方向によるナデ、黒変

工具による横方向のナデ、
黒変 灰　 褐 灰黄褐

2mm 以下の灰白色
砂粒、根状の黒光沢
柱

3 縄文土器
深　 鉢

口緑～胴部
Ⅷ層

工具による横方向のナデ、
黒変

工具による横方向のナデ、
黒変 黒　 褐 黒　 褐

灰白色の微細な柱

2 と同一

4 縄文土器
深　 鉢

口緑～胴部
Ⅷ層

工具による斜方向のナデ、

黒変
工具による斜方向のナデ、
黒変 灰　 褐 灰　 褐

5mm以下の灰・灰白
色砂粒

5 縄文土器
深　 鉢

口緑 ～胴 部
Ⅷ 層

口唇部に丁寧なナデ、工具

による斜方向のナデ、黒変

工具による横方向のナデ、

黒変 浅黄橙 にぷい黄橙

3mm以下の褐・灰色
砂粒、anm 以下の
黒 ・褐色砂柱

6 縄文土器
深鉢

口縁 ～胴部
Ⅷ 層

口唇部に丁寧なナデ、斜方
向のナデ、黒変

工具による横方向のナデ、
黒変 橙 にぷい黄橙

5mm 以下の灰白色
砂粒、3mm 以下の
褐・黒色砂柱

7 縄文土器
深　 鉢

自緑 ～胴部 Ⅷ 層

条痕の後ナデ、黒変 横方向の条痕の後デナ

灰　 褐 にぷ い褐

2mm 以下の灰白色
砂粒

8 縄文土器
深　 鉢

口縁 ～胴部
Ⅷ 層

工具による横・斜方向のナ

デ、黒変

工具による横方向のデナ
にぷ い橙

灰　 褐

にぷ い褐

灰　 褐

蝕皿以下の灰・灰白
色砂粒

9 縄 文土器
深　 鉢

口縁 ～胴部
Ⅷ 層

工具による横方向のナデ
黒変

横方向のデナ
黒変 にぷ い橙

明赤褐
にぷ い褐

6Ⅷm 以下の灰色砂
粒

10 縄文 土器
深鉢

口緑 ～胴部
Ⅷ 層

工具による斜方向のナデ
黒変

工具による斜方向のナデ、
黒変 にぷ い褐

にぷ い黄

褐

1mm 以下灰色砂粒

黒色光沢粒

11 縄文土 器
深　 鉢

口緑 ～胴部
Ⅷ 層

横方向の沈線条痕文
黒変

縦方向の沈線条痕文

灰　 褐 灰　 褐

5mm 以下の灰白色砂
粒伽m 以下の褐色砂
粒、微細黒色光沢粒

12 縄文 土器
深　 鉢

口緑～胴部
Ⅷ 層

横方向の沈線条痕文 縦方向の沈線条痕文

灰　 褐 灰　 褐

7mm以下の褐色砂粒、
a nm 以下の灰白色す
な柱、黒色光沢粒

13 縄文土 器
深 鉢

口緑～胴部
Ⅷ 層

工具による横方向のナデ

黒変

剥落により不明

にぷい褐 灰黄 褐

5mm 以下の灰 ・灰白
色砂粒

14 縄文土 器
浅　 鉢

口緑～胴部
Ⅷ層

工具による丁寧なナデ
黒変 ・

工具による横方向の丁寧
なナデ、黒変 にぷい橙 灰黄褐

1mm 以下の灰白色
砂柱

15 縄文土器
深　 鉢

底　 部
Ⅷ層

板状・棒状工具による斜方
向のナデ

板状・棒状工具による斜方
向のナデ にぷい黄橙

にぷい橙

にぷい黄橙

にぷい橙

蝕Im 以下の灰白・褐
色砂粒、1mm 以下の
灰色砂粒

16 縄文土器
深　 鉢

底　 部 Ⅷ層

工具による横方向のナデ
異変

斜方向のナデ
にぷい橙

・灰 ・褐

灰黄褐

血m以下の灰・灰白
色砂粒

17 縄文土器
深　 鉢

底　 部 Ⅷ層 10．4

工具による横方向のナデ 斜方向のナデ
にぷい黄橙

にぷい橙
灰黄褐

2mm以下の灰・灰白
色砂粒

18 縄文土器
深　 鉢

底　 部
Ⅷ層 10．4

横方向のナデ ナデ

にぷ い橙 灰黄褐

血m以下の灰・灰白
色砂粒

24 土師器
窯

口縁部
表土

口唇部に丁寧なナデ、横方
向のパケ目の後横方向の
ナデ

横方向のパケ目

橙 橙

2mm以下の灰白・褐

灰・褐色砂粒

25 土師器
襲

口縁部
SE l

口唇部に丁寧なナデ、横方
向のパケ目の後横方向の
ナデ

横方向のパケ目

にぷ い橙 にぷい橙

2mm以下の灰・灰白
色砂粒 24 と同一

26 土 師器
賓

口縁 部
表土

工具による横方向のナデ 横方向のデナ
黒変 にぷい黄橙 にぷい黄橙

2mm以下の灰白・褐

灰砂粒

27 土 師器
襲

胴部
SE l

格子目のタタキの後ナデ ナデ

にぷい黄橙 にぷい黄橙

2mm 以下の灰色砂
粒

28 土 師器
護

胴部
Ⅴ酎Ⅵ層

斜方向のパケ目の後横方
向のナデ

横方向のパケ目の後横方
向のナデ 橙 橙

5mm 以下の灰自砂
粒、2mm 以下の褐

灰 ・褐色砂粒

第2表－ 出土土器観察表
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第Ⅳ章　まとめ

山中前遺跡は、夷守岳（標高1，344m）より派生する標高292mの扇状地上に位置する。この扇状地上

では、縄文時代から弥生時代にかけての遺跡がいくつか確認されている。山中前遺跡も1963・1964年に

調査が行われ、縄文時代後期から弥生時代にかけての遺跡として認識されていた。今回の発掘調査は、

主に縄文時代晩期の遣物を検出した。ここでは簡単ではあるが、検出された遺構・遣物についてまとめ

を述べる。

1　山中前遺跡（1963・1964年調査分）について

第II章一第1節で書いたように、1963・1964年に宮崎県教育委員会が調査を行った記録がある。調査

報告書（石川－1964年）によれば、出土遺構は敷石住居1基、出土遺物は縄文土器・石器であり、縄文

土器が大平式・綾式であることから縄文時代後期に位置付けている。

1963・1964年調査は報告書において調査位置図が示されておらず、今回調査との位置関係については

不明瞭である。報告書の記述によれば「字山中前5696－2番地」と記されており、今回調査の「字山中前

5678－2・5679－3番地」と若干地点が異なる。しかし両調査区域は、『小林市遺跡詳細分布調査報告書』

（小林市教育委員会－1993年）の定めた山中前遺跡の範囲に入るので、同じ「山中前遺跡」として扱う。

2　縄文時代について

出土土器について

山中前遺跡においては、主として縄文時代晩期の黒色磨研系土器が出土した。1～3類は、若干の差異

こそあるものの（1）外側に大きく開く口縁部（2）「く」字状に外反する頚部と胴部（3）器面調整は板目状工

具によるナデを特徴とする。いわゆる「大佐式土器」であり、中でも新しい段階の範噂に入ると思われ

る。類似する土器は鹿児島県飯盛ヶ岡遺跡（鹿児島県立埋蔵文化財センターー1993年）などで確認されて

いる。本遺跡出土7類の底部（第7図15～18）も、平底の底部端が張り出した形態であり、大佐式によ

く見られる底部の特徴を示している。また、同じ大佐式の中でも特徴的なものも見られる。縄文時代晩

期の土器にリボン状突起をもつものは多く確認されているが、本遺跡においても確認されている。1類の

中に、口縁部に3本の縦位刻目を施したつまみのようなリボン状突起をもつもの（第6図1）がある。

出土石器について

石器類は全部で113点出土した。石材の内訳は、チャート89点（78．8％）・黒曜石17点（14．9％）・輝

石安山岩4点（3．6％）・ホルンフェルス1点（0．9％）・凝灰岩1点（0．9％）・貢岩1点（0．9％）である。

器種構成は、削器1・石鉄1・石匙1・敲石1・二次加工のある剥片1、その他は全てチップ・フレーク

類である。チップ・フレーク類は、チャート・黒曜石・輝石安山岩に石材が限られ、10Dグリッド（第

5図参照）東側に集中する。このことは、10Dグリッド東側付近で石器製作が行われていた可能性を示
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す。またホルンフェルス製石匙・貢岩製削器・凝灰岩製敲石は、周辺に同石材のチップ・フレーク類が

ないことから、製品を別の場所から持ち込んだ可能性がある。

3　溝状遺構について

溝状遺構は2条検出された。

1号溝状遺構（SEl）は、（1）埋土（第10図－C～C’間第⑬層）に鉄分沈着の痕跡が見られること（2）

遺構底部と考えられる近くの層（第10図－C～C’間第⑳層）でラミナー状堆積が確認されたこ牢（3）立

脇川の方向に向かっていること　などから、流路としての利用が考えられる。また、遺構が幅約200cm

のV字形状に一定していることを考えると、人工的遺構の可能性がある。年代については不明であるが、

遺構中の埋土中に奈良時代～平安時代と思われる窯の破片（第11図27）が出土しており、それ以前の時代

の遺構であることは確かである。また両側に方形の掘り込みが1カ所ずつあり、橋を架けた痕跡の可能

性がある。

2号溝状遺構（SE2）はSElを切るような形で検出された。SElとの前後関係には不明な点が多

いが、SE2は土層断面の観察によるとSElと同時期かそれ以降の時期の遺構だと考えられる。SE

2もSElと同様、遺構面だと考えられる近くの層（第10図－D～D’間第⑧層）で鉄分の沈着とラミ

ナー状堆積が確認されていることから、流路としての利用が考えられる。
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山中前遺跡全景
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縄文時代晩期土器1類①

縄文時代晩期土器1～4類

縄文時代晩期土器1類（診

縄文時代晩期土器　5・6類
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縄文時代晩期土器　7類

表土・その他包含層出土土器
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縄文時代晩期石器

表土・その他旬含層出土鉄器
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